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　1884年にブエノスアイレスの『スダメリカ』紙に掲載
された連載小説『大きな村　　ブエノスアイレスの風俗』
のなかで、ルシオ・V・ロペスはつぎのように書いてい
た。「あのころ〔1862年頃〕のブエノスアイレスは今日
とはまったく違っていた。ペルー街とビクトリア街の様
子はこの22年のあいだにすっかり変わってしまった。…
…今日のハイブリッドでくる病的で土地固有の特徴のな
いヨーロッパの商店が、一枚板のカウンターの上で白い
猫が居ずまいを正して座っていた、あの時代のブエノス
アイレス的な店を追放してしまったのだ。ああ、あのこ
ろの店といったら1　ショーウインドウなどない店の入
口に吊された入荷したばかりの上物の綿布が、店の外の
塀沿いに2メートルから3メートルほどせりだしていた
さまや、綿布にまじって艶々したペキン絹がおなじく壁
に打ち付けられ、吹く風に膨らんでは、店先で熟練した
仲買女が親指と人差し指でしごいて品定めするのを待ち
受けていたさまが、今もまぶたに焼きついている。あれ
こそが正真正銘の商いの証しなのであって、巨大なショ
ーウインドウが両の目を誘惑しても、わたしたちの母親
が当然の権利として主張する手触りへの要求を満足させ
ることのない今日の商売は、真のものとはいえない。」
　ショーウインドウとは、少数者むけの限定的市場から、
年齢性別出身別を問わない不特定多数をターゲットを移
動する近代商業資本の象徴であり、いわば大衆消費社会
のシンボルである。それは、表面に触れるだけで内部を
みきわめることができる、一部の者にのみ許された経験
的な知恵、「わたしたちの母親」から子へと古参の者た
ちのあいだでうけつがれてきた伝統的な知恵の特権が、
都市にやってきたばかりの多数の新参者たちによって無
効化される社会空間の象徴だ。そういった新参者の参入
を許す消費空間を演出していたのがなにかといえば、
「ハイブリッドでくる病的で土地固有の特徴のないヨー
ロッパの商店」、つまり19世紀後半のアルゼンチンにや
ってきた何万という「ハイブリッド」なひとびと、イタ
リア人やガリシア人やユダヤ人といった移民たちの店だ
というのである。
　19世紀アルゼンチンの代表的な作品のほとんどは、地
方のローカルな諸価値と、都市の文明的諸価値や中央の
支配的権力とのあいだの葛藤や抗争を主題にしてきた。
こうした従来型の主題を軸にした作品はその後も消える
ことなく、新たな装いをまとって書かれつづけた。だが
その一方で、19世紀末のブエノスアイレス市の突出的な
成長と期を一にして、都市を舞台にした新手の作品が出
現しはじめる。『大きな村』はその先駆的作品のひとつ
といってよい。
　ロペスはいう。熟練した買い手であれば、布の外側に
触れるだけで布質、つまり布の内部＝本質を知ることが
できた。ものの内部＝本質は疑いなくものの表層の背後
には存在していたのであって、経験者であればその背後
の本質に達することができた。すくなくとも20年前まで
のブエノスアイレスでは、ものの表層と内部の幸福な連
続性を確認することができたのだ、と。本来あるべき本
質から表層が乖離していくことのなかに、ロペスは近代
大衆社会を形成しつつあったブエノスアイレス市の特徴
をみているわけだが、このようなロマンティックな過去
の捏造といった懐古趣味それじたいは、さして珍しい現
象ではない。ただ、よくいわれるように、大衆社会化に
ともなう諸現象は、ラテンアメリカではごく短期間のう
ちに圧縮されて進行した。10年、20年といった単位で思
い出される生活空間の記憶と、現在の生活空間のなかに
感知されるものとのズレの意識。やがてそれは移民排斥
運動や右派ナショナリズムなどのきわめて保守的な思想
潮流と結びついたり、とほうもなく楽天的で革命的なス
ピード狂的近未来像を形づくったりしながら、19世紀末
以降のさまざまな文化生産の土壌となっていく。
　このような都市社会環境の激変が、従来型の社会統
治・管理技術の限界を露呈し、社会を解体に導きつつあ
るという危機感は、精神病理学／犯罪学の急速な発展を
うながし、アルゼンチンは世界で最も犯罪学がさかんな
地域のひとつになった。本質と表層の乖離というロペス
流の文化批判は、犯罪学の領域では偽装／模倣の社会学
として主題化されることになる。そしてそれへの関心は、
一部の専門家のあいだでのみ共有されていたわけではな
い。たとえばホセ・インヘニエロスの医学博士論文『生
存闘争における偽装」は、13年間で6回再版され、イタ
リア語とフランス語の翻訳が出されるなど、当時として
はかなりの成功をおさめた。狂気を偽装する人間と本物
の狂入の弁別という、本来の法医学的な問題のテーマ領
域からはるかに逸れて、生存闘争の手段として偽装する
偽装者の社会心理の分析は、同時代の自然主義文学がし
ばしばとりあげた「成り上がり者」の事例集とも読め、
偽装を必要としないニーチェ的超人への反復的言及は、
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文学的モデルニスモと交差して読まれもしたのである。
偽装／模倣は、ヨーロッパ移民を取り込んだ新たな都市
社会の人種・ナショナリティ・アイデンティティを、社
会管理の知の領域で再考する場へと変貌していくことに
なる。
